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ICが巷に出回っています．さらには，最新のディ
ジタル・タイプも手に入るようになりました．
　本稿では，秋葉原などの街の電気屋さんやインタ

● ラジオは誰でも作れる時代になっている！

　私たちの目のまえには，24時間四六時中，数十
～数百km彼方の何十～何千，何万という放送局が
発射したとても微弱で周波数の高い電気信号，つま
り電波が飛び交っています．この無数の電気信号の
中から，キャッチしたいチャネル（周波数）を取り出
して音として再生するためには，「高周波増幅」「フ
ィルタリング」「周波数変換」「電力増幅」など，エ
レクトロニクスの基礎技術のすべてを必要とします．
技術レベルもとても高度なので，手作りするのは困
難で，ラジオを作れることは技術者としての一つの
登竜門でした．
　ポータブル・ラジオは昔からありますし，最近で
はiPodやスマホなどの手のひらサイズの小さな携
帯機器の中に，さりげなくラジオ再生できる機能を
内蔵したものもあります．それらのおかげで，ラジ
オ製作にぴったりの魅力的なワンチップ・ラジオ

写真2　ブレッドボードでラジオ作りに挑戦！
上のようにブレッドボードで試作した後に，下のように完成品に仕上げればよい

写真1　ポピュラーなラジオ用ICたち
入手のしやすさと扱いやすさを考えて5品種に絞った

3端子ラジオ
LMF501T

無調整でバッチリ受信！
TA2003P

世界中でセカンド・ソースが作られた名IC
TA7613AP

最新のDSPラジオ
Si4825－A10

9ピンでスーパーヘテロダ
インを実現した LA1600

スピーカ

小さなバー・アンテナ

3端子ラジオIC

3端子ラジオIC

VR

乾電池
単3×2ポリバリコン

ポリバリコン
VR

小さなバー・アンテナ

ブレッドボードで
まずは試作から

うまく行ったらブレッド
ボードと同じパターンの
プリント基板を使っては
んだ付けで恒久化

第1章
ワンチップ・ラジオICで味わう電波のサイエンス
数μV，0.数M～100 MHzの正体不明信号を捕まえて音を出す

2014年
だから簡単！
確実！
高性能！
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